
第１００８号 赤旗読者ニュース （１）

読者ニュース「きずな」に対するご意見や情報をしんぶん赤旗の配達・集金者にどしどしお寄せください。

２０１４年１２月１８日

ＮＯ １００８

赤 旗 井 原 出 張 所

井原市井原町１０３ （℡ 62-6200）きずな
１２月８日、井原市議会１２月定例会が開会しました。一般質問は、１０日、１１日、１２日の３

日間行われ１２議員が質問しました。森本議員は１１日の４番目に質問しました。森本議員の質問と
執行部答弁の概要は次のとおりです。

森本ふみお議員の質問の概要 森本議員の質問に対する執行部答弁の概要

◆公共施設のバリアフリー化について
平成２５年に「障害を理由とする差別の解消の推

進に関する法律」が成立し、平成２８年から施行さ
れます。

この法律が施行されると差別解消の推進は待った
なしになると思います。法律によりますと、様々な
差別の解消がありますが、今回はバリアフリーの一
点についてのみお尋ねします。市としてこの法律の
目的を先取りし、現在バリアフリー化されていない
公共施設のすべてを出来るだけ早くバリアフリー化
することを考えるべきではないでしょうか。

◆自動体外式除細動器（ＡＥＤ）をすべての公共施
設に設置することについて

現在、自動体外式除細動器（ＡＥＤ）は多くの公
共施設や市内の各種事業所などに設置されているよ
うです。このＡＥＤにより緊急時にできるだけ早く
処置したことで、尊い命が救われたというケースが
あります。

そこで、心臓発作などの緊急時に、近くの公共施
設にＡＥＤがあったため一命を取り留めたというよ
うな「安心の環境づくり」のため、を市内のすべて
の公共施設に設置してはどうでしょうか。

一般の方がＡＥＤを使用した場合、あれでよかっ
たのだろうかと悩まれるケースが有るようです。こ
ういう方への心のケアーを考えるべきではないでしょ
うか。

◆美星地域に新たな市営墓地を造成することについて

現在、美星地域には市が経営する
「美星墓苑」がありますが、全く空き
がない状況です。美星地域の方で墓地
を求めたいという方がおられます。こ
の声に応え、市営墓地を新設してはど
うでしょうか。

◆市が避難施設に指定している建物の耐震診断の実
施について

災害等発生時、生命などの危険や大きな災害を受
ける恐れがあると思われるとき避難所や避難施設に
避難します。

災害の被害を回避するため逃げ込む避難施設は、
本当に安全で身が守られる保障がある施設かどうか
を心配することがない施設でなくてはなりません。
市民の皆さんに避難施設が安全な施設であることが
確約できるようにするため、 ２面左上へ続く

現在、市内には学校関係を除くと、一般の方にご
利用いただいている公共施設は、市役所庁舎をはじ
めとした建物が８１施設あります。

現在、バリアフリー化
がなされていない施設に
ついては、必要に応じて
職員が介助して対応して
おりますが、今後も大規
模改修や改築の際にバリ
アフリー化に一層努めて
まいりたい。

井原市では、平成１７年１０月に市役所、井原体
育館、井原保健センターの３カ所に設置して以来、
施設の規模使用頻度、他の公共施設との距離などを
考慮し、優先するものから順次整備を進め、平成２
６年１１月末現在、市内５９カ所の公共施設に設置
しています。

今後の整備については、施設間の共同利用や財政
的負担等も勘案し順次設置を検討していきたい。

過去には平成２２年９月に青野町のイベント時、
小学校のＡＥＤを使用し、一命を取り留めたという
ことがあった。

今後、井原市でもこういうことがないとは言えま
せんので、消防署と連携を取りながら、心のケアー
についても十分厳重にやっていきたい。

墓地の設置については、原則として地方公共団体または、
宗教法人のみとなっており、いずれも許可が必要です。

今後、美星地域のみならず、市全体において少子化の進展

に伴う人口や世帯数の減少が見込まれるほか、家族観や宗教

観の多様化などによる、墓地需要の落ち込みが予測されるこ

とから、現段階での美星地域への市営墓地の新設は考えてい

ません。２０㎡を超えない小規模な墓地を設置しようとする

場合は、計画する所から半径１００ｍ以内の居住者の同意が

あることという条件が整えば個人でも設置ができることになっ

ています。

現在、避難所として指定している建物は１１０カ
所あり、その内、新耐震基準に適合または耐震診断
を実施している避難所は７２カ所であります。残り
３８カ所のうち市が直接管理している施設は１５カ
所であり、これらは法律に義務づけされた施設でな
いため耐震診断を実施しておりませんが、公共施設
として現在それぞれの目的に応じた利用をしており、
利用者の安心・安全の確保は大変重要であると考え
ております。

しかしながら耐震診断や耐震 ２面右上へ続く



第１００８号 赤旗読者ニュース （２）

生活に役立ち勇気と確信のわくしんぶん[赤旗]をお読みください。(月額 日刊紙３,４９７円 日曜版８２３円）

この「きずな」は森本ふみお議員のブログ（http://m.okajcp.com）でも見ることができます

１面左下より続く
耐震診断が必要な施設を早急に診断してはどうで
しょうか。

◆老朽水道管の布設がえ計画について
破裂事故が発生する前に、布設がえの必要な老

朽水道管を計画的に布設がえ
しなければなりません。

思い切った予算をつけ、布
設がえする必要があると思い
ます。布設がえの基本的な考
え方と布設がえ計画をどのよ
うに立てておられますか、具体的にお聞かせくだ
さい。

◆市民病院の救急車受け入れの基本的考えと急患
の受付時間が厳密すぎることについて

救急車の搬送先がなかなか決まらず、医療機
関に搬入が遅れたことによって生命の危険が増す
ことがあります。

市民病院では救急車の搬入について、基本的に
はどういう考えで対応されているのでしょうか。

また、平生から市民病院にかかっている患者さ
んが、急に体調が悪くなり受診の電話連絡を入れ
ると、受付時間を数分過ぎているだけで「ダメで
す」と断られるケースがあります。融通が利かず
厳密すぎるのではという声を聞きます。こういう
対応を改善すべきだと考えますがどうでしょうか。

◆住宅リフォーム補助制度の延長について
毎年度補助制度の効果（成果）は非常に出てお

り、リフォームを考える市民や地元の関係業者は
引き続きの実施を望んでいます。

地域活性化のためこの制度の創設を提言した私
としましても、引き続きの実施を切望します。

ぜひ来年度も継続していただきたいと考えます
が、そういうお考えはおありでしょうか。また、
補助限度額２０万円の範囲内であれば、申請回数
の制限をなくすことについてはどうなりますか。

◆岩倉町宮ノ端交差点以西の県道上稲木東江原線
の歩道整備について

私は、平成２５年６月の一般質問で岩倉町宮ノ
端交差点以西（右写真）の県道上稲木東江原線の
歩道整備について質問いたしました。

市長は、「この区間には歩道がなく、大型車を
含め交通量も多く危険であることから、道路管理
者である岡山県に対し、早期に整備を行うよう強
く要望しているところでありまして、今後も引き
続き要望してまいりたいと考えております」とお
答えになりました。

最近、特に地域の方から早く歩道をつけてほし
いという声を聞きます。その後、この案件はどの
ようになっていますか。

１面右下より続く 改修の実施には多額の費用が
伴うため、それぞれの施設の利用頻度や老朽化の度
合いに併せて全体的な財政状況等勘案しながら、そ
れぞれの整備計画において今後検討していきたい。

管路の維持管理について、毎年行う漏水調査で漏
水個所を特定するほか、市民からの漏水通報により
修繕対応を行う中で、こうした管路情報を老朽状況
の判断材料として整備計画に役立てています。

井原市上水道においては、昭和６１年度から配水
管の布設がえを開始して、毎年約２㎞を更新整備し
ている。今後も限られた予算を効率的に執行し、経
営の効率化を図りながら計画的に老朽管路の解消を
進め市民の皆さまに、安心安全な水をお届けしてま
いりたい。

井原市民病院は、「３６５日２４時間断らない救急」を基本方
針として掲げ、主に入院や手術を必要とする２次救急医療を実施

しています。休日・夜間についても速やかな対応ができるよう救

急体制を整えているほか、一次救急、二次救急という医療機関側

の考える区分にとらわれることなく急な病気やけがなどで救急受

診を希望される患者さんの申し出に応えられるよう最大限の努力

はしていますが、医療スタッフの人員が限られており、対応でき

る診療科も限られていることから、疾患や外傷の種類によっては

十分な対応ができない場合があります。このような場合には、他

の救急病院をご紹介したり、翌日の専門診療科受診をお願いして

いますのでご理解いただきたい。

受付時間外の受診の申し出につきましては、いったん看護師に

取次、看護師が患者さんの容態を聞き取ったうえで、受け入れの

判断をしていますのでご理解いただきたい。

市民の皆さま方や市内の建築業者の方から、多く
のご利用をいただき大変喜ばれており、来年度も継
続します。

申請回数の制限をなくすことについては、年度内
には結論を出したい。結論が出れば来年度から対応
していきたい。

補助限度額の２０万円の範囲内ならば、同一年度
内ということは考えていませんが、様々な課題があ
り、今後、しっかり研究し、来年度予算に反映して
いきたい。

岡山県からは「平成２６年度において詳細設計を
実施中であり、計画内容につ
いて地元関係者と協議を行い、
ご了解をいただいたのちに用
地買収を行い、工事の実施へ
と進める考えである」とうか
がっています。

今後も地元の方々とともに
岡山県と連携を取りながら、
この区間の歩道整備の早期実現を目指してまいりま
す。

いま県と市の方とでは、地元地権者に対しての地
元説明会をどのように進めていくかというような協
議をしているところです。

先週の「きずな」第１００７号の１面右上の赤旗井原出張所の住所部分に関係のない文字が入ってい
ました。編集上のミスです。お詫びいたします。


